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2010年

６月定例議会

5月26日七条ハローワーク前、6月8日伏見ハローワーク前で健康保険
加入状況調査を行ないました。（結果は10ページに掲載しています）

　

七
月
の
参
議
院
選
挙
を
前
後
し
て
開
催
さ
れ
た
、
六
月
府
議
会

の
ご
報
告
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
問
題
が
一
大
争
点
と
な
っ
た
参
議
院
選
挙
。
日
本

共
産
党
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
題
点
を
掘
り
下
げ
捲
土
重
来
を
期
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
引
き

続
く
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
は
、
昨
年
の
総
選
挙
で
自
公
政
権
に
退
場
の
審
判
を
下
し

た
の
に
続
き
、
今
回
は
民
主
党
政
権
に
「
消
費
税
増
税
ノ
ー
」
の

き
び
し
い
審
判
を
突
き
付
け
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
世
論
と
運
動
が
、
政
治
を
動
か
し
ま
す
。
日
本
共

産
党
京
都
府
会
議
員
団
は
、
来
春
に
迫
っ
た
い
っ
せ
い
地
方
選
挙

で
前
進
・
勝
利
を
勝
ち
と
り
、
府
政
を
動
か
す
た
め
、
全
力
を
あ

げ
る
決
意
で
す
。

 

二
〇
一
〇
年
八
月　

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

7月26日がけ崩れ現場調査
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か
か
わ
り
府
内
の
自
衛
隊
基
地
で
の
受
け
入
れ
を
拒

否
す
べ
き
」
と
の
質
問
に
も
、「
政
府
か
ら
何
も
言

わ
れ
て
お
ら
ず
、
賛
成
も
反
対
も
な
い
」
と
消
極
的

な
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、「
知
事
は
明
確
に
米
軍
訓
練

の
受
け
入
れ
反
対
を
主
張
す
べ
き
。
沖
縄
県
民
の
願

い
は
、
普
天
間
基
地
の
国
内
移
設
で
は
な
く
、
無
条

件
撤
去
で
す
。
政
府
で
は
な
く
、
沖
縄
県
民
の
思
い

に
応
え
る
べ
き
」と
迫
り
ま
し
た
。
知
事
は
答
え
ず
、

「
現
在
、
国
か
ら
の
説
明
は
な
い
」
と
繰
り
返
す
だ

け
で
し
た
。

下
請
け
い
じ
め
に
実
効
あ
る
対
策
を

　

中
小
業
者
の
問
題
で
は
、
大
企
業
が
下
請
け
業
者

へ
の
し
わ
寄
せ
で
急
速
に
業
績
回
復
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。
久
御
山
町
の
あ
る
機
械
金
属
加
工
業
者
の

例
を
と
り
あ
げ
「
仕
事
が
入
っ
て
も
単
価
が
半
分
程

普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
こ
そ 

解
決
の
道

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
最
初
に
、
沖
縄
県
の
米
海
兵
隊

普
天
間
基
地
同
題
で
、
民
主
党
政
権
が
同
県
名
護
市

辺
野
古
に
新
基
地
を
つ
く
り
、
全
国
に
米
軍
訓
練
の

受
け
入
れ
を
求
め
て
い
る
日
米
合
意
を
結
ん
だ
こ
と

を
批
判
。
山
田
知
事
が
記
者
会
見
で
「
全
国
知
事
会

が
（
基
地
移
転
の
）
協
力
表
明
し
な
か
っ
た
の
は
残

念
」
と
述
べ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
知
事
は
政
府
に

協
力
し
、
府
内
で
米
軍
の
訓
練
を
受
け
入
れ
る
つ
も

り
な
の
か
。
沖
縄
の
負
担
を
取
り
除
き
、
全
国
に
拡

散
さ
せ
な
い
た
め
に
も
日
米
合
意
の
撤
回
を
求
め
る

べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
普
天
間
基
地
問
題
に
つ
い
て
、
防
衛
は

国
の
専
権
事
項
と
し
て
明
言
を
避
け
、
ま
え
く
ぼ
議

員
の
「
米
軍
の
訓
練
を
全
国
に
広
げ
る
政
府
方
針
に

代表質問

6月17日
まえくぼ 義由紀議員

（宇治市・久御山町）

　
ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
（
宇
治
市
・
久
御
山
町
選
出
）
は
、
十
七
日
の
府
議
会
本
会
議
で
代
表
質
問
に
立
ち
、
府
民
の
切
実
な
く
ら
し
や

営
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、
雇
用
対
策
や
中
小
企
業
の
振
興
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
国
民
健
康
保
険
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど

の
福
祉
医
療
制
度
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
私
立
高
校
の
無
償
化
な
ど
切
実
な
問
題
で
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
府
営
水
道
料
金

値
下
げ
を
実
現
す
る
た
め
の
提
案
を
行
な
う
と
と
も
に
、
米
軍
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
、「
日
米
合
意
」
白
紙
撤
回
を
政
府
に
求
め
る

よ
う
、
山
田
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

府
民
の
く
ら
し
と
営
業
を
守
る
と

と
も
に
、
知
事
は
米
軍
普
天
間
基

地
撤
去
を
政
府
に
求
め
よ
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度
に
下
げ
ら
れ
た
。
私
の
給
料
も
出
な
い
。
跡
継
ぎ

の
息
子
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
出
し
た
」
と
い
う
声
を
紹

介
、
下
請
け
業
者
が
不
当
な
単
価
切
り
下
げ
で
苦
し

ん
で
い
る
実
態
を
告
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
５

年
間
で
、
公
正
取
引
委
員
会
が
「
買
い
た
た
き
」
を

是
正
し
た
の
は
一
件
、
一
方
的
な
発
注
打
ち
切
り
」

の
是
正
勧
告
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、「
下
請

け
二
法
を
実
効
力
の
あ
る
も
の
に
運
用
改
善
す
べ

き
。
府
が
窓
口
を
設
置
し
、
不
当
な
企
業
に
調
査
、

指
導
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
」
と
求
め
ま
し

た
。

　

知
事
は
「（
財
）
産
業
21
で
対
応
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
、「
府
の
窓
口
設
置
」
の
要
望
に
は
答
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

派
遣
切
り
さ
れ
た

ジ
ヤ
ト
コ
の
労
働
者
の
雇
用
を

　

雇
用
の
問
題
で
は
、
府
の
雇
用
補
助
金
を
受
け
た

ジ
ヤ
ト
コ
が
、
労
働
局
の
指
導
に
応
え
ず
「
派
遣
切

り
」
し
た
労
働
者
の
直
接
雇
用
を
拒
否
し
な
が
ら
新

規
募
集
し
た
問
題
で
、
ま
え
く
ぼ
議
員
は
「
違
法
に

解
雇
し
た
労
働
者
を
優
先
的
に
雇
用
す
る
よ
う
指
導

せ
よ
」
と
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
知
事
は
「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
企
業
に
要
請
」
と
し
か
答
え

ず
、
雇
用
に
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
保
の
国
庫
負
担
と
府
の
助
成
を
元
に
戻
し
、

払
え
る
保
険
料
に

　

国
民
健
康
保
険
の
問
題
で
は
、
府
内
の
市
町
村
で

値
上
げ
が
相
次
ぎ
「
高
く
て
と
て
も
払
え
な
い
」
事

態
に
な
っ
て
お
り
、
削
減
さ
れ
た
国
庫
負
担
を
計
画

的
に
元
に
戻
す
こ
と
、
府
の
市
町
村
国
保
へ
の
支
援

復
活
を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
足
し
た
「
京
都
地
方
税
機
構
」
に
国
保

の
滞
納
を
送
れ
ば
、
厳
し
い
取
立
て
で
府
民
の
生
活

は
耐
え
難
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
指
摘
、
国
保
の
税

機
構
送
り
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

府
営
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
抑
え

値
下
げ
を

　

ま
た
、
府
営
水
道
料
金
見
直
し
に
あ
た
り
、
値
上

げ
を
抑
え
、
値
下
げ
さ
せ
る
た
め
、
▽
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
▽
使
っ
て
い
な
い
水
量
分
の
料
金
を

市
町
に
強
い
る
基
本
水
量
の
見
直
し
▽
府
が
三
十
八

億
円
負
担
す
る
天
个
瀬
ダ
ム
再
開
発
か
ら
の
撤
退
︱

を
提
案
。
新
た
な
水
利
権
確
保
を
再
開
発
の
理
由
に

す
る
知
事
に
対
し
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
未
利
用
の
水

利
権
を
振
り
替
え
れ
ば
確
保
で
き
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。
山
田
知
事
は
、
河
川
管
理
の
地
方
移
管
で
、
水

利
権
振
り
替
え
が
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ま
え
く
ぼ
議
員
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
拡
充
、
私

立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
Ｊ
Ｒ

奈
良
線
複
線
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

知
事
選
挙
に
お
け
る
府
幹
部
職
員
の

地
位
利
用
問
題

　

質
問
の
最
後
に
、
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
こ
の
日
の

マ
ス
コ
ミ
各
紙
で
報
道
さ
れ
た
、
知
事
選
挙
に
お
け

る
府
幹
部
職
員
の
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙
支
援
問
題

で
「
公
職
選
挙
法
に
違
反
す
る
公
務
員
の
地
位
利
用

に
当
た
り
、
行
政
ぐ
る
み
の
選
挙
の
体
質
が
変
わ
っ

て
い
な
い
」
と
追
及
。
知
事
は
自
身
の
責
任
を
認
め

謝
罪
し
、
第
三
者
を
含
め
た
調
査
組
織
を
立
ち
上
げ

る
方
針
を
示
し
ま
し
た
（
詳
細
は
９
Ｐ
）。

知事選「公選法違反」問題
これで公正といえるのか
　４月の府知事選で当時の知事室長が、庁内
メールで管理職₁₉人に山田知事の街頭演説への
参加等を依頼していた問題で、代表質問後、外
部有識者でつくる調査委員会（３人）の調査結
果報告書の座長案が₁₄日、府議会総務常任委員
会で示されました。
　座長案は、当時の知事室長の行為を「公務員
の政治的中立性という点において不適切だっ
た」としつつも、「刑罰を科すほどの違法性ま
で認められず、告発する必要性までない」とし
ました。
　私は、総務常任委で「地位と行政組織を利用
した明確な公選法違反。関係職員の聞き取り調
査も、同僚職員の調査で客観的にみて公正とは
いえず、調査委員が直接行うべき」と指摘し、
座長案は認められないと主張しました。
 ［まえくぼ義由紀］

口蹄疫の問題で京都府に申し入れ

　日本共産党府議団は5月28日、山田啓二知事あてに「口蹄疫感染防
止対策を求める申し入れ」を行ないました。宮崎県における口蹄疫は、
戦後最大の畜産被害となっており、わが国の畜産の根幹を揺るがす事
態です。この日の申し入れは、日本共産党府議団がこの間、京都の畜
産農家や関係者から聞き取った不安や要望をもとに、国の対策強化と
ともに、府としても感染防止対策を徹底することなどを求めました。
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国
保
料
を
引
き
下
げ
、

誰
で
も
入
れ
る
保
険
に

　

西
脇
い
く
子
議
員
は
、
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
に

入
れ
な
い
住
民
が
増
加
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
前
で
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
十
九
名

も
の
無
保
険
者
（
無
保
険
状
態
含
む
）
が
お
ら
れ
た
と
い
う

深
刻
な
実
態
を
紹
介
し
、「
知
事
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
」、「
無
保
険
者
の
実
態
を
調
査
す
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た

（
調
査
結
果
は
Ｐ
10
参
照
）。

　

国
保
が
多
く
の
困
難
を
か
か
え
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村

が
大
変
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
お

お
も
と
に
、
自
民
党
政
府
が
八
四
年
の
国
保
法
改
悪
で
国
保

へ
の
国
庫
負
担
を
削
減
し
た
問
題
が
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
指

摘
。
滞
納
と
財
政
難
の
悪
循
環
を
た
だ
す
た
め
、
国
庫
負
担

を
八
四
年
水
準
に
計
画
的
に
戻
し
、
誰
も
が
払
え
る
保
険
料

に
引
き
下
げ
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
、
無
収
入
の
方
に
は

全
額
免
除
の
制
度
を
つ
く
る
こ
と
、
資
格
証
の
発
行
や
短
期

証
の
「
留
め
置
き
」
は
や
め
る
こ
と
、
失
業
者
の
た
め
の
保

険
料
軽
減
制
度
（
四
月
新
設
）
の
周
知
徹
底
な
ど
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
都
府
が
「
国
保
一
元
化
」
の
検
討
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
新
た
な
負
担
を
負

わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
中
止
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
無
保
険
と
な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
深
刻
な
実

態
」
と
し
な
が
ら
、
実
態
調
査
を
す
る
考
え
は
示
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
の
実
現
を

　

主
に
子
ど
も
が
感
染
す
る
細
菌
性
髄
膜
炎
の
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
を
求
め
る
運
動
は
、
全
国
で
党
派
を
超
え
て
広
が

り
、
国
に
先
駆
け
て
、
全
国
三
十
二
都
道
府
県
百
十
七
自
治

体
で
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、

三
回
接
種
で
費
用
が
四
万
円
以
上
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の

公
費
助
成
は
、
三
十
五
自
治
体
で
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
東
京
都
（
今
年
度
よ
り
）、
山
梨
県
（
六
月
補
正
）、
本

府
で
も
初
め
て
向
日
市
で
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

西
脇
議
員
は
、
日
本
共
産
党
が
六
月
六
日
に
京
都
市
内
で

開
催
し
た
「
ワ
ク
チ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
発
言
さ
れ
た
母

親
の
切
実
な
意
見
も
紹
介
し
、
京
都
府
も
国
待
ち
に
し
な
い

で
、
独
自
に
助
成
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

　

健
康
福
祉
部
長
は
、「
ワ
ク
チ
ン
の
府
独
自
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
情
報
収
集
を
行
な
う
な
ど
、
検
討
を
進
め
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

一般質問　参議院選挙も、祇園祭も終わり、猛暑日が続
いています。政治も気候もあっという間に大き
く変化することを実感しています。
　医療を受けるための公的保険の最後のセーフ
テイネットであるはずの国民健康保険制度が

「崩壊」状態だといわれていますが、無保険者
など実態については、国も行政もきちんと把握
していません。
　京都府は、もうすでに国保の大変さはわかっ
ているので調査する必要はないという主旨の答
弁でしたが、その根拠として挙げられたワンス
トップサービス窓口での調査も実はきちんとや
られていないことが常任委員会質問でわかりま
した。引き続き国に対して、半減した国庫負担
を戻すためにも府として無保険者の実態をまず
把握するよう求めたいと思います。
 ［西脇いく子］

西脇 いく子議員
（京都市下京区）

6月21日

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

増
加
す
る
無
保
険
者
の
実
態
調
査
を

5月26日七条ハローワーク前で健康保険加入状況調査
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対
象
者
が
、
授
業
料
を
一
旦
納
入
せ
ず
に

す
む
制
度
へ
改
善
せ
よ

　

上
原
ゆ
み
子
議
員
は
、
京
都
府
の
「
あ
ん
し
ん
修
学
支
援

事
業
」（
年
収
三
百
五
十
万
円
未
満
世
帯
の
私
立
高
校
生
の

授
業
料
無
償
化
）
に
つ
い
て
、「
授
業
料
無
償
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
一
旦
納
入
し
、
一
年
後
に
返
金
と
な
る
」
と
の
保

護
者
の
声
を
紹
介
し
、
保
護
者
が
一
旦
納
入
せ
ず
に
す
む
よ

う
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
各
校
に
対
し
て
、
支
払
い
猶
予
や
分
割
納
付
な

ど
、
家
庭
事
情
を
ふ
ま
え
た
対
応
を
要
請
し
て
い
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

府
の
直
接
助
成
と
し
、
府
外
の
私
立
高
校
へ

通
う
京
都
府
の
高
校
生
を
対
象
と
せ
よ

　

上
原
議
員
は
、
従
来
の
授
業
料
減
免
制
度
が
、
府
の
基
準

に
合
致
し
て
も
、
学
校
の
事
情
か
ら
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い

生
徒
を
生
ん
で
い
た
問
題
を
指
摘
。
学
校
負
担
を
な
く
し
保

護
者
へ
の
直
接
助
成
と
し
、
府
外
の
私
立
高
校
に
通
う
生
徒

も
対
象
と
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
学
校
経
営
に
も
配
慮
し
な
が
ら
全
額
免
除
を
一

層
、
定
着
・
促
進
さ
せ
た
い
」、「
大
阪
府
、
滋
賀
県
に
相
互

支
援
を
呼
び
か
け
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

高
校
生
へ
の
給
付
型
奨
学
金
を
引
き
上
げ
、

対
象
の
拡
大
を

　

ま
た
、
授
業
料
以
外
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
、
本
府
の

「
高
校
生
給
付
型
奨
学
金
支
給
事
業
」
は
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
か
つ
母
子
・
父
子
・
障
害
者
・
長
期
療
養
世
帯
に
限

ら
れ
て
お
り
、
支
給
額
を
引
き
上
げ
、
生
活
保
護
基
準
の
一
・

五
倍
の
収
入
世
帯
ま
で
と
対
象
を
拡
げ
よ
と
求
め
ま
し
た
。

若
年
者
の
正
規
雇
用
を
企
業
に
求
め
よ

一般質問　今回の質問にあたっては調査や聞き取りを多
く行いました。
　私立高校授業料無償化についてはいくつかの
私立学校に直接訪問してお話をお聞きしまし
た。また、朝の駅頭で学費アンケート調査活動
も２回実施、これをもとに学校の立場、保護者
の立場の実態を議会で突き付けました。
　雇用の質問では、現役大学生、今年就職した
卒業生、青年労働者、大学のキャリア担当の先
生、府のジョブパークでの聞き取り。またハロー
ワーク前でのアンケート調査で就職状況など聞
きました。
　聞き取りに応じてくれた大学卒業生は、質疑
の原稿を読んで「知らなかった雇用のこともわ
かった。知事の考えを知りたかった。話を聞い
てくれてうれしかった」とメールを寄せてくれ
ました。 ［上原ゆみ子］

上原 ゆみ子議員
（京都市伏見区）

6月22日

6月3日高校生緊急就職支援センターで聞き取り

京
都
府
の
私
立
高
校
無
償
化
制
度

大
学
生
・
高
校
生
の
就
職
活
動
へ
の
支
援

　

大
学
生
や
高
校
生
の
就
職
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
①
国
へ

労
働
法
制
の
抜
本
的
見
直
し
、
非
正
規
か
ら
正
規
雇
用
へ
の

転
換
を
求
め
、
府
と
し
て
京
都
の
企
業
に
、
若
年
者
の
正
規

雇
用
を
働
き
か
け
る
こ
と
、
②
大
学
生
の
就
職
活
動
の
早
期

化
・
長
期
化
を
改
め
、
学
業
と
両
立
で
き
る
よ
う
、
実
効
あ

る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
、③
府
と
し
て「
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
言
わ
れ
る
不
安
定
な
雇
用
を
改
め

る
こ
と
、
④
人
手
不
足
の
介
護
現
場
に
お
け
る
雇
用
創
出
、

低
賃
金
・
過
酷
な
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
に
、
国
へ
社

会
保
障
予
算
増
額
求
め
、
府
と
し
て
積
極
的
支
援
を
行
な
う

こ
と
、
⑤
地
元
中
小
企
業
が
高
校
生
を
採
用
し
や
す
い
よ
う

人
件
費
・
研
修
費
等
助
成
制
度
の
創
設
、
⑥
資
格
取
得
の
た

め
の
職
業
訓
練
、
高
等
技
術
専
門
学
校
を
拡
充
し
、
高
校
生

優
先
枠
の
設
定
を
求
め
ま
し
た
。
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ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
予
算
で

地
元
企
業
へ
の
﹁
分
割
発
注
﹂
が
実
現

　

原
田
完
議
員
は
、
ま
ず
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
、
下
請

企
業
の
多
く
は
回
復
が
遅
れ
、
一
部
の
フ
ル
操
業
の
企
業
で

も
売
上
げ
が
最
盛
期
の
六
割
に
落
ち
て
い
る
実
態
を
紹
介
。

そ
の
な
か
で
、
い
ま
あ
る
「
中
小
企
業
か
け
こ
み
寺
」
に
よ

る
調
停
の
制
度
は
、下
請
企
業
に
と
っ
て
使
え
な
い
と
し
て
、

大
企
業
の
下
請
２
法
違
反
や
独
占
禁
止
法
の
優
越
的
地
位
の

濫
用
等
を
規
制
す
る
た
め
、
府
が
公
正
取
引
委
員
会
と
協
力

し
、
実
効
あ
る
措
置
を
と
る
よ
う
強
く
要
求
。
さ
ら
に
、
町

工
場
に
対
し
、
電
力
代
や
工
場
家
賃
、
固
定
資
産
税
な
ど
の

固
定
費
へ
の
助
成
、
直
接
補
助
を
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

商
工
労
働
観
光
部
長
は
、「
か
け
こ
み
寺
を
設
置
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
固
定
資
産
税
へ
の
補
助
に
つ
い
て
も
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
予
算
に
つ

い
て
、
原
田
議
員
は
、
前
回
の
よ
う
に
東
京
の
大
企
業
へ
一

括
発
注
す
る
の
で
な
く
、
地
元
中
小
業
者
へ
分
割
発
注
し
、

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
長
は
、
府
立
高
校
の
パ
ソ
コ
ン
二
千
五
百
台
な
ど

の
発
注
に
つ
い
て
、「
地
元
企
業
の
参
入
機
会
の
確
保
に
も

資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
高
校
通
学
圏
等
に
分
割
し
て
入

札
す
る
方
向
」
と
答
弁
。
は
じ
め
て
地
元
企
業
へ
の
分
割
発

注
が
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

滞
納
事
案
を
機
械
的
に
税
機
構
に
移
管
す
る
な

　

業
務
を
開
始
し
た
京
都
地
方
税
機
構
に
つ
い
て
、
原
田
議

員
は
「
危
惧
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
例

え
ば
、
本
来
機
構
に
送
っ
て
は
な
ら
な
い
分
納
中
の
案
件
や

生
活
保
護
案
件
も
送
ら
れ
て
お
り
、
無
理
な
納
税
を
求
め
ら

れ
た
人
が
自
殺
を
考
え
る
事
態
ま
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
納
税
者
の
く
ら
し
と
営

一般質問　スクールニューディール事業での府立高校の
デジタルテレビの分割入札について、予算委員
会では、いくら追及しても、ＷＴＯ（国際貿易
協定）を盾に府は一括入札を崩しませんでした。
　６月議会では、「通学圏ごとに分割」「ＬＡＮ
工事は学校ごとに発注」と地元業者の受注機会
を拡大すると答弁させました。
　この成果は議会内の闘いと議会外の闘いが一
つなり、府民の声・業者の声が政治を動かした
典型的な事例です。
　わが党の議会での追及とともに、京商連が６
回に及ぶ申し入れ、京都府電機商業組合からも
申し入れと、節目毎に各団体から府への申し入
れが行なわれ、京都府としても対応せざるを得
ないところまで追いつめられた結果です。
　大衆的運動と議会内での質問が相乗効果を生
んだように、皆さんとともに引き続き官公需拡
大へと頑張ります。 ［原田　完］

原田　完議員
（京都市中京区）

6月23日

中
小
企
業
支
援

京
都
地
方
税
機
構

6月8日機械金属の町工場で聞き取り（八幡市）

業
の
実
態
に
目
を
向
け
、
生
活
、
就
職
、
経
営
な
ど
の
支
援

に
よ
っ
て
住
民
の
自
立
を
援
助
し
、
担
税
力
を
高
め
る
こ
と

で
あ
り
、
滞
納
事
案
を
機
械
的
に
機
構
に
移
管
す
べ
き
で
な

い
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

規
制
条
例
が
よ
う
や
く
実
現

　

最
後
に
、
原
田
議
員
は
「
風
俗
無
料
案
内
所
規
制
条
例
」

に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
地
元
自
治
会
な
ど

多
く
の
人
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
」
と
評
価
し
な
が
ら
、「
情

緒
あ
る
木
屋
町
」
の
復
活
の
た
め
、
府
が
さ
ら
に
努
力
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

風
俗
無
料
案
内
所
の
規
制
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今
議
会
に
は
十
三
件
の
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
み
つ
な

が
敦
彦
議
員
が
、
四
会
派
提
案
の
『
も
ん
じ
ゅ
』
に
関
す
る

意
見
書
案
に
反
対
し
、
他
に
賛
成
す
る
立
場
で
討
論
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

わ
が
党
提
案
の
「
消
費
税
増
税
計
画
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書
案
」、「
核
兵
器
廃
絶
に
日
本
政
府
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
案
」、「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
に
関
す
る
意
見
書
案
」、「
教
職
員
定
数
を
増
員
し
、

三
十
人
以
下
学
級
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
案
」、「
労

働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
府
民

の
強
い
願
い
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
同
を
求

め
ま
し
た
。

　

わ
が
党
の
「
城
南
地
域
・
丹
後
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
案
」、
自
民
・
公
明
の
「
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
い
ず

れ
も
、
政
府
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
廃
止
決
定
に
つ
い
て
、
各
自

治
体
か
ら
見
直
し
を
求
め
る
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

わ
が
党
の
「
鳥
獣
害
対
策
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
案
」

お
よ
び
、
四
会
派
の
「
野
生
鳥
獣
対
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
」

は
、
深
刻
な
被
害
が
ひ
ろ
が
り
対
策
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
時
に
、
国
の
対
策

交
付
金
が
大
幅
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
緊
急
に
改
善
を
求
め
た
も
の
で
あ

り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

わ
が
党
の
「
高
速
増
殖
炉
『
も
ん

じ
ゅ
』
の
運
転
中
止
を
求
め
る
意
見
書

案
」
は
、
運
転
再
開
後
も
ト
ラ
ブ
ル
が

続
く
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い
て
、
安
全

性
に
対
す
る
見
通
し
が
な
い
と
し
て
運

転
中
止
を
求
め
た
も
の
で
す
。
四
会
派

提
案
の
「
高
速
増
殖
炉
『
も
ん
じ
ゅ
』

の
性
能
試
験
に
関
す
る
意
見
書
案
」は
、

意見書案討論　参議選挙後に休会していた府議会が再開さ
れましたが、その影響を大きくうける結果と
なりました。
　私は意見書討論に立ちましたが、鳥獣被害
対策と地域職業訓練センター存続を求める意
見書が可決することとなりました。その中で、
我が党が提案した地域職業訓練センターの存
続を求める意見書案について、自民党が旧来
どおり我が党案に反対し与党会派案を対案と
して提案しようとしました。ところが、民主
党政権が「廃止」した施策だけに、反対の態
度を取らざるをえなくなり、自民・公明提案
となり、民主党が反対したものの、我が党提
案の主旨そのものの意見書が可決しました。
政治の激動、来春の地方選挙にむけ、いつま
でも「オール与党」の枠組みが通用しないこ
とを示したものです。 ［みつなが敦彦］

みつなが 敦彦議員
（京都市左京区）

7月21日

運
転
継
続
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　

四
会
派
提
案
の
「
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
防
火
体
制

強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
」、「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
の
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
も
の
で
あ
り
賛
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
み
つ
な
が
議
員
は
、
自
民
・
公
明
の
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
の
意
見
書
案
は
、
わ
が
党
案
へ
の
対
案
で
あ
る
が
同

趣
旨
、
ま
た
鳥
獣
対
策
の
二
つ
の
意
見
書
案
も
内
容
は
同
趣

旨
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
、

府
民
の
信
託
に
応
え
る
府
議
会
の
発
展
を
全
会
派
で
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
時
に
、本
来
な
ら
ば
共
同
提
案
す
る
べ
き
だ
」

と
強
く
指
摘
し
ま
し
た　シカ、イノシシ、サルなど有害獣による農作物被害は経済的被害にと

どまらず、生産意欲の減退や農地の荒廃化など集落の維持にかかわる深
刻な問題です。この対策は待ったなし。いま、府、市町村、農家あげて
取り組みをすすめています。
　ところが、農水省は22年度の「鳥獣被害防止総合対策交付金」を大幅
に削減しました。“仕分け”の検討結果に従ったといいますが、市町村
や農家からは「何ということをするのか」と怒りの声が上がっています。
　６月府会には農民連から陳情もあり、国に制度の存続と予算増額を求
める意見書を委員会として提出するよう提案しましたが、民主党が反対、
実現しませんでした。
　“仕分け”とは何か、誰のために行なうのか。農業・農村をなんとか
守りたいと、必死でがんばっている農民の要求を無視した政府民主党の
態度には怒りを禁じえません。

農民要求と“仕分け”
　　　　どちらが大事？

松尾　孝（京都市伏見区）
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京都府議会６月定例会閉会本会議（7月21日）での決議・意見書案の採決結果
意見書・決議案名 提出会派 採決結果 共

産
自
民
民
主
公
明
創
生

京都府議会基本条例の創設に向けての決議案 全会派 可決 ○ ○ ○ ○ ○

小規模グループホームの防火体制強化を求める意見書案 自民・民主・公明・創生 可決 ○ ○ ○ ○ ○

マルチメディアデイジー教科書の普及促進を求める意見書案 自民・民主・公明・創生 可決 ○ ○ ○ ○ ○

高速増殖炉「もんじゅ」の運転中止を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

高速増殖炉「もんじゅ」の性能試験に関する意見書案 自民・民主・公明・創生 可決 × ○ ○ ○ ○

城南地域･丹後地域職業訓練センターの存続を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

地域職業訓練センターの存続を求める意見書案 自民・公明 可決 ○ ○ × ○ ※

鳥獣害対策の拡充に関する意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

野生鳥獣対策の充実･強化を求める意見書案 自民・民主・公明・創生 可決 ○ ○ ○ ○ ○

消費税増税計画の中止を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

核兵器廃絶に日本政府がイニシアチブを発揮することを求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

後期高齢者医療制度廃止に関する意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

教職員定数を増員し、３０人以下学級の早期実現を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

労働者派遣法の抜本改正を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

　商工労働観光委員会で、まず京都府が補助金を出した
ジヤトコの労働者派遣法違反問題を質問しました。
　同社は、京都労働局から派遣切りされた労働者の直接
雇用を指導されたにもかかわらず「仕事がなく雇用でき
ない」と拒否。しかし最近増産のため、八木・京都工場

「派遣切り労働者も念頭に置き
ジヤトコに雇用要請」府答弁

かみね 史朗（京都市右京区）

○：賛成、×：反対　　共産＝日本共産党議員団　自民＝自由民主党議員団　民主＝民主党議員団　公明＝公明党議員団　創生＝京都創生フォーラム
　それぞれの意見書・決議案の全文は、府議団のホームページをごらん下さい。
※自民・公明提案の意見書案について、創生フォーラムの佐々木幹夫議員は退場して採決に加わらず、創生の他の３議員は賛成した。
　無所属の田中英夫議員は、すべて自民党と同じ表決。

●６月議会に提出された陳情・要望の一部を紹介します。
・非核・平和施策に関する要望（2010年原水爆禁止国民平和大行進京都実行委員会）
・獣害対策の抜本的強化を求める陳情（農民組合京都府連合会）

で170人の新たな雇用を確保しました。
　そこで、派遣切りされた労働者の雇用を求めるべきだ
と強く要求しました。これに対して府は初めて「それら
労働者を念頭において雇用を要請する」と答えました。
　今年３月末でトステム綾部工場の閉鎖が強行され、377
人の労働者のほとんどが解雇され、地域経済にも重大な
影響が出ました。そのため、このような事態を二度と繰り
返さないためにはルールづくりが必要と提案しました。府
は「関係づくりを検討する」と約束しました。
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　秋田県が今年３月から実施している「住宅リフォー
ム助成」は、６月末ですでに5,870戸（予定7,000戸）
の申し込みがあり、予算の上乗せが必要になるほど好
評だ。県内業者への発注が条件で、改修費用の10％
（20万円上限）が補助される。12億６千万円の予算で、
150億円余のリフォーム工事が県内業者に発注される
ことになる。効果抜群だ。
　埼玉県では、民商と埼玉土建の運動で「小規模工事
希望業者登録制度」が全自治体でそろい、県も市町の
登録業者に小規模工事を随意契約で発注している。入
札参加資格がない零細業者に、県や市町の工事を発注
するための制度だ。建設交通常任委員会で、これらの
事例を紹介し、大工さん、工務店さんなど零細業者へ
の仕事おこしを要求した。

　いま、雲ヶ畑への道路際での不適正な産廃処理等が
野放しではないかと言わざるをえない事態です。先日
は、塀で囲まれた中で穴を掘り、野焼きをやっており、
煙や炎も見える状況です。京都市は「従業員が空き缶
や弁当箱を燃やしていた」とのことですが納得できる
話ではありません。山幸橋のたもとでは、廃棄物が混
じった土を盛り上げているのを目撃、府・市は鴨川に
流れ落ちている土砂を問題にしているようですが、産
廃の処理は不問？
　上村組の建設廃材の一時置き場はどんどん高くな
り、一時置き場とはいえない状況にあるのに、「これ
までと高さは変わらない」とまったく不問です。行政
はどちらを向いて仕事をしているのかと言いたくなり
ます。本格的な取り組みを強めないと鴨川と環境が守
れません。

零細業者に
仕事おこしを

府・市は協力して、
鴨川の環境守れ

梅木 のりひで（京都市左京区） 新井　進（京都市北区）

　

四
月
の
府
知
事
選
挙
で
前
知
事
室
長
が
、
複

数
の
府
管
理
職
に
対
し
て
山
田
啓
二
候
補
の
街

頭
演
説
へ
の
参
加
を
メ
ー
ル
で
要
請
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
六
月
十
七
日
の
府
議

会
本
会
議
で
、
ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
が
「
今

回
の
事
件
は
公
職
選
挙
法
違
反
の
公
務
員
の
地

位
利
用
に
あ
た
り
、
行
政
ぐ
る
み
の
選
挙
の
体

質
が
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
批
判
し
、
知
事
を

追
及
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
ル
は
知
事
選
投
票
三
日
前
の
四
月
八
日

に
送
ら
れ
た
も
の
で
、
知
事
が
同
月
九
、
十
の

両
日
行
う
街
頭
演
説
会
に
参
加
を
要
請
し
て
い

た
も
の
で
し
た
。

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
〇
四
年
に
長
岡
京
市
で

府
Ｏ
Ｂ
の
助
役
が
同
市
の
幹
部
に
山
田
知
事
の

明
確
な
公
選
法
・
地
位
利
用
に
よ
る
違
反

知
事
の
責
任
は
重
大 

幕
引
き
を
許
す
な
！

6月23日「府幹部職員の地位利用による選挙支援」
問題で危機管理監に申し入れ

選挙支援
問題

し
、府
民
に
結
果
と
責
任
を
明
ら
か
に
す
べ
き
」

と
追
及
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
謝
罪
し
、
第
三
者
を
入
れ
た
調
査

組
織
を
立
ち
上
げ
て
調
査
す
る
方
針
を
示
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
第
三
者
」
に
よ
る
「
府
職
員
メ
ー

ル
問
題
調
査
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
四
日
の
府
議
会
総
務
常
任
委
員
会
に

「
調
査
結
果
案
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、「
組

織
的
な
参
加
要
請
の
広
が
り
は
な
か
っ
た
」「
悪

質
か
つ
組
織
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
極

め
て
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。

　

当
日
の
総
務
委
員
会
で
は
、
ま
え
く
ぼ
議
員

の
追
及
で
「
調
査
委
員
が
聞
き
取
り
を
行
な
わ

ず
、
職
員
が
経
過
を
聞
き
取
っ
た
」
こ
と
が
明

確
に
な
る
な
ど
、
調
査
の
ず
さ
ん
さ
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
え
く
ぼ
議
員
は
「
地
位
利

用
に
よ
る
明
確
な
公
選
法
違
反
」
と
指
摘
、「
報

告
は
了
承
で
き
な
い
」
と
し
て
、
再
調
査
を
厳

し
く
求
め
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
七
月
二
十
六
日
、
調
査
委
員
会

は
批
判
を
受
け
た
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
「
最
終
報

告
」
を
発
表
。
二
十
八
日
に
は
、
関
係
者
の
処

分
が
発
表
さ
れ
、
事
件
の
幕
引
き
が
図
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
、抗
議
の「
談

話
」
を
発
表
、
知
事
の
責
任
は
重
大
で
あ
り
、

真
相
究
明
と
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
て
い
ま
す
。

山
田
知
事
の
街
頭
演
説
へ
の
参
加
を
要
請
し
た
メ
ー
ル

後
援
会
に
入
会

す
る
よ
う
勧
誘

し
た
問
題
を
取

り
上
げ
、「
当

時
、知
事
は『
府

民
に
公
正
を
疑

わ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
』

と
語
っ
て
い

た
。
知
事
の
責

任
は
重
大
。
事

実
を
徹
底
究
明
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・43歳男性　４～５年前から無保険。国保の滞納が
200万円ほどある。働いていたが不安定だった
ために払えなかった。

・29歳男性　保険料１回２万円。いつから払ってな
いか分からないくらい。朝８時から夕方５時ま
でパチンコ屋、夜10時から翌朝までコンビニで
バイト。仕事中に倒れて病院に運ばれ３万円。

・57歳女性　昨年10月から仕事がない。夫（パーキ
ンソン病、障害者１級）も建築関係だが９月に
仕事をやめるので不安。

国保加入者で 
「滞納がある」と答えたのは14件
・44歳男性　妻と子ども２人（高校生）。建設、電気

工事でバイト。保険料は前の年収でくるので高
い。引き下げてほしい。

・60歳男性　保険料高い。あと１回滞納したらダメ。
いまは短期証。先月まで月に２万8,000円。こ
こまで八幡から自転車で来ている。

・50歳男性　８年前身体壊して退職、共済から国保
に。収入は障害者基礎年金２カ月で６万、保険
料は月4,500円以上（介護保険含め）。２回分滞
納。

・37歳女性　窓口負担30％は高く、市販の薬などで
できるだけ我慢。12月末にリストラ。貯金を食
いつぶしている。いつ払えなくなるか。

・60歳女性　ガンで通院しないといけないが、夫の
年金だけで病院に行けない。いざというときの
ため国保は払っている。窓口負担をタダにして
ほしい。

無保険者の状況と無保険になった経過
・48歳男性　ホームレス、梅小路公園でくらしてい

る。いつからかわからないが滞納。100万以上
滞納があるのではないか。去年10月から日雇い
派遣。去年４月、尿道結石になってどうしょう
もなくなって病院に行った。点滴を受け、薬を
もらいその後は病院に行っていない。

・59歳男性　塗装会社の従業員だったが会社が倒
産。会社も社会保険でなく国保に入っていた。
仕事が無くなって収入がないので保険に入って
いない。

・49歳女性　母子家庭。保険料が高くて払えない。
１年以上10万円ほど国保に滞納。役所に行けば
「払え」と言われるので行けない。足が悪くて
病院に行きたいが我慢している。

・53歳男性　クビになったときに任意継続の手続き
を忘れて無保険になっている。国保加入の手続
きをしようとしたが、高すぎるので仕事を探し
て社会保険に入ろうと思う。

調査結果
回答数 157名

無保険（無保険状態を含む） 19名（12.1％）
国民健康保険本人 87名 （55.4％）
任意継続 28名 （17.8％）
扶養家族（国保家族含） 14名 （ 8.9％）
他保険 3名
医療扶助 1名
不明 3名

5月26日
国保アンケート調査

6月8日
国保アンケート調査

 健康保険加入状況調査 　府議団で街頭アンケート活動

　広がる無保険者　 国民皆保険の崩壊過程
　憲法25条にもとづく社会保障の実現を

　府会議員団・京都市会議員団・日本共産党京都府委員会は、５月26日と６月８日、七条および伏見ハロー
ワーク前で健康保険加入状況調査の聞き取りを行ない、157名の方に協力していただきました。この調
査を通じ19名（12.1%）が無保険状態という、極めて深刻な事態が浮き彫りとなりました。
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　京都伝統産業道具類協議会から、稀少道具類「力織
機部品等」の安定的確保に向けた調査報告書が出され、
京都だけでなく全国でも道具類が不足しており、力織
機部品等の安定的調達・確保に向けた取り組みや共同
受発注システム構築の取り組みが提案されています。
　京都府は「伝統産業の実態は厳しい」というが、具
体的対策は、協議会に委ねています。私は、賃織り業
者の「工賃も減少し、修理代や部品代も出せない」「ほ
しい部品はみんな一緒。どこのメーカーでもよいわけ
ではない」「余剰・廃棄織機の古い部品などを行政の
力でストックしてほしい」などの声を紹介しながら、
府として①現場で織っている出機の声を聞くこと、②
西陣織工業組合とも相談して廃棄される織機の部品な
ど「道具類の保管バンク」を行うNPO組織を立ち上
げるべきだと要求しました。

　京都府では「教育振興プラン」の検討会議が立ち上
げられ、今議会に二次素案が示されました。そこには
目指すべき人間像が何点かあげられています。
　しかし、行政が教育の中身にまで介入してもいいの
でしょうか。その時々の政権にとって都合の良い人材
を育成することにつながりかねません。
　行政は、すべての子どもたちに行き届いた教育を保
障すること、一人ひとりの子どもたちのもっている能
力を最大限に発揮できるよう、教育環境を整えること
こそやらなければならないことではないでしょうか。
　文教常任委員会で、「少人数学級の推進」、とりわけ
「小学校低学年からの少人数学級の実施と府立学校の
耐震改修の促進こそ必要」と求めました。

現場の出機の声を聞き、
道具類のバンクをつくれ

少人数学級の推進と学校の
耐震改修の促進こそ必要

さこ 祐仁（京都市上京区） 山内 よし子（京都市南区）

京
都
府
は
私
立
高
校
生
も
年
収
三
百

五
十
万
円
未
満
世
帯
は
実
質
無
償
化

　

国
民
の
世
論
と
運
動
で
、
国
が
公
立
高
校
の

授
業
料
無
償
化
を
実
現
。
し
か
し
、
私
立
高
校

は
大
き
な
負
担
が
残
っ
て
い
ま
す
。京
都
府
は
、

私
立
高
校
生
も
年
収
三
百
五
十
万
円
未
満
（
住

民
税
所
得
割
額
が
一
万
八
千
九
百
円
未
満
）
世

帯
は
授
業
料
を
無
償
化
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
は
、

制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し
、さ
ら
な
る
高
校
生
・

大
学
生
の
就
修
学
保
障
の
充
実
に
む
け
、学
費
・

奨
学
金
問
題
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
（
写
真
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
声

　

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
は
、「
無
償
化

さ
れ
る
と
聞
き
私
学
へ
進
学
し
た
が
、
一

旦
、
学
費
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ず
困
っ
て
い

る
」、「
低
所
得
家
庭
は
私
学
も
無
償
化
と

聞
い
た
が
、府
外
生
は
対
象
外
と
言
わ
れ
、

落
胆
し
た
」、「
公
立
授
業
料
無
償
は
あ
り

が
た
い
が
、
諸
費
も
多
額
で
、
市
民
税
非

課
税
だ
が
、
年
収
の
半
分
が
教
育
費
と
な

る
」。
大
学
生
、
保
護
者
か
ら
は
、「
大
学

の
授
業
料
年
額
の
四
分
の
一
減
免
制
度
を

利
用
し
、
旧
育
英
会
の
無
利
子
奨
学
金
を

借
り
て
い
る
。将
来
の
返
済
が
不
安
」、「
奨

学
金
は
貸
与
で
な
く
、
給
付
型
奨
学
金
の

創
設
を
望
む
」
な
ど
、
府
の
制
度
の
改
善
、
授

業
料
以
外
の
教
育
費
負
担
軽
減
策
の
拡
充
、
大

学
授
業
料
減
免
制
度
や
給
付
制
奨
学
金
の
充
実

を
求
め
る
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

六
月
補
正
予
算 

追
加
助
成
で
私
立
高
校
の
負
担
軽
減

　

保
護
者
の
切
実
な
要
望
と
結
ん
だ
日
本
共
産

党
京
都
府
会
議
員
団
の
追
及
と
、
私
学
関
係
者

の
声
が
府
を
動
か
し
、
六
月
補
正
予
算
で
、
新

た
に
私
立
学
校
の
経
常
的
経
費
へ
の
追
加
助
成

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
は
、
引
き
続

き
府
民
の
運
動
と
結
ん
で
、
京
都
府
へ
私
立
高

校
授
業
料
無
償
化
制
度
を
①
生
徒
・
保
護
者
へ

の
直
接
制
度
と
す
る
こ
と
、
②
府
外
へ
通
う
京

 

高
校
・
大
学
の
学
費
、奨
学
金
問
題
で
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動

 
公
立
高
校
無
償
化
が
実
現

 

切
実
な
保
護
者
の
声
が
府
を
動
か
す

6月14日京阪三条駅 学費・奨学金アンケート宣伝

都
の
私
立
高
校
生
を

対
象
に
入
れ
る
こ

と
、
③
公
立
・
私
立

と
も
に
、
授
業
料
以

外
に
、
制
服
代
、
教

科
書
代
、体
操
服
代
、

修
学
旅
行
代
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
な
ど
負
担

が
重
い
た
め
、
府
の

給
付
制
奨
学
金
制
度

の
給
付
額
と
対
象
者

を
拡
充
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
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知事選、参院選で示された府民の願いに応えて全力　【6月議会の特徴】

　

六
月
十
四
日
に
開
会
し
た
六
月
定
例
議
会
は
、
参
議
院

選
挙
に
と
も
な
う
休
会
を
は
さ
ん
で
、
七
月
二
十
一
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
知
事
選
挙
で

も
示
さ
れ
た
「
い
の
ち
の
平
等
」、「
く
ら
し
・
ふ
る
さ
と

再
生
」
の
願
い
に
京
都
府
が
応
え
る
よ
う
、
論
戦
し
奮
闘

し
ま
し
た
。

無
保
険
問
題
と
学
費
・
奨
学
金
問
題
で
の 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
を
届
け
て

　

日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
六
月
議
会
に
先
立
っ
て
、
二

つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
活
動
を
行
な
い
、
府
民
の
実
態
や

声
に
基
づ
き
、
代
表
質
問
、
一
般
質
問
な
ど
で
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
短
時
間
の

調
査
で
も
無
保
険
者
が
十
九
名
も
お
ら
れ
、「
国
民
皆
保

険
制
度
の
崩
壊
過
程
」
と
い
う
深
刻
な
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
府
が
無
保
険
問

題
の
実
態
調
査
を
行
な
う
こ
と
、高
す
ぎ
る
国
保
料
（
税
）

引
き
下
げ
の
た
め
、
国
庫
負
担
を
元
に
戻
す
よ
う
国
に
求

め
る
こ
と
、
府
の
市
町
村
国
保
へ
の
支
援
を
復
活
す
る
こ

と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

学
費
・
奨
学
金
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
府
外
私
立
高
校

通
学
生
に
は
府
の
補
助
金
は
な
い
と
い
わ
れ
、落
胆
し
た
」

な
ど
、
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

府
議
団
は
、
私
学
生
へ
の
補
助
を
府
の
直
接
助
成
と
す
る

こ
と
、
府
外
の
私
立
高
校
へ
の
通
学
生
も
対
象
と
す
る
こ

と
な
ど
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

公
選
法
違
反
の
「
選
挙
支
援
メ
ー
ル
問
題
」 

知
事
の
責
任
は
重
大

　

六
月
議
会
開
会
中
の
十
七
日
、
新
聞
各
紙
は
、
四
月
の

府
知
事
選
挙
で
府
幹
部
職
員
が
庁
内
メ
ー
ル
を
使
っ
て
多

数
の
管
理
職
に
選
挙
支
援
要
請
を
行
な
っ
て
い
た
と
報
道

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
職
選
挙
法
に
違
反
す
る
管
理
職

公
務
員
の
地
位
利
用
に
当
た
り
、
公
正
公
平
で
あ
る
べ
き

行
政
へ
の
府
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
す
。

　

当
日
の
代
表
質
問
で
の
日
本
共
産
党
の
追
及
に
対
し

て
、
知
事
は
自
身
の
責
任
を
認
め
謝
罪
し
、
第
三
者
を
含

め
た
調
査
組
織
を
立
ち
上
げ
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、調
査
委
員
会
の
「
調
査
結
果
及
び
再
発
防
止
策
」

で
は
、「
組
織
的
な
参
加
要
請
の
拡
が
り
は
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
幕
引
き
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
真
相
究
明

と
府
政
へ
の
信
頼
回
復
の
た
め
奮
闘
し
ま
す
。

参
議
院
選
挙
で
示
さ
れ
た 

「
消
費
税
増
税
ノ
ー
」
の
声
に
応
え
て

　

閉
会
本
会
議
に
は
、
日
本
共
産
党
府
議
団
が
、
参
議
院

選
挙
で
示
さ
れ
た
国
民
の
審
判
に
基
づ
き
提
出
し
た
「
消

費
税
増
税
計
画
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
」
な
ど
、
十

三
意
見
書
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
与
党
四
会
派
は
、
日

本
共
産
党
提
案
の
意
見
書
案
に
す
べ
て
反
対
す
る
と
い
う

道
理
の
な
い
態
度
を
と
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
切
実
な

声
を
反
映
し
て
、「
野
生
鳥
獣
対
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
案
」
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
主
党
政
権
が
二
〇
一
〇
年
度
末
に
廃
止
し
よ

う
と
し
て
い
る
城
南
地
域
・
丹
後
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
自
民
、
公
明
提
案
の
「
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
日
本
共
産

党
も
賛
成
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
民
主
党
は
こ
れ
に

反
対
し
、府
政
与
党
内
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

府
民
と
と
も
に
歩
み
、 

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
勝
利
へ
全
力

　

府
会
議
員
選
挙
を
含
む
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
が
八
カ
月

後
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
引
き
続

き
議
会
内
外
で
、
府
民
の
み
な
さ
ん
と
ご
い
っ
し
ょ
に
、

い
の
ち
、
く
ら
し
と
営
業
を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る
と
と

も
に
、
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
前
進
・
勝
利
を
勝
ち
と
る

た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。

かみね 史朗 原田　完 山内 よし子 西脇 いく子 上原 ゆみ子 さこ 祐仁
議会運営委員
商工労働観光常任委員会
地球温暖化対策特別委員会

商工労働観光常任委員会
防災・暮らしの安心安全
対策特別委員会

文教常任委員会
少子高齢社会・青少年対
策特別委員会

府民生活・厚生常任委員会
京都再生・ブランド戦略
特別委員会

文教常任委員会
少子高齢社会・青少年対
策特別委員会

農林環境常任委員会
京都再生・ブランド戦略
特別委員会

新井　進 まえくぼ義由紀 梅木のりひで みつなが敦彦 松尾　孝
議員団団長
警察常任委員会
｢関西広域連合（仮称）」に
関する特別委員会

議員団副団長
議会運営委員会理事
総務常任委員会
防災・暮らしの安心安全
対策特別委員会

議員団副団長
建設交通常任委員会
地球温暖化対策特別委員会

議員団幹事長
議会運営委員、府民生活・
厚生常任委員会、｢関西広
域連合（仮称）」に関する
特別委員会

農林環境常任委員会
地球温暖化対策特別委員会

日
本
共
産
党
　
　

京
都
府
会
議
員
団


